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ぐ
り　
　
　
　
　
　
　

川
端
定
三
郎

152 

藤
　
戸
（
品
切
れ
）　　
　
　
　
　
　
　

     

原
三
正

153 

矢
掛
の
本
陣
と
脇
本
陣　

154 

岡
山
の
図
書
館
　	

　
　
　
　
　
　
　
　

黒
﨑
義
博

155 

岡
山
の
戦
国
時
代
（
品
切
れ
）　　
　

  　

松
本
幸
子

156 

岡
山
の
資
料
館	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
原
馨

157 

カ
ブ
ト
ガ
ニ
（
品
切
れ
） 

　          

　
　  

惣
路
紀
通

158 

正
阿
弥
勝
義
の
世
界　
　
　
　
　
　
　
　

臼
井
洋
輔

159 

木
山
捷
平
の
世
界
　
　
　
　
　
　
　
　    

定
金
恒
次

160 

岡
山
の
備
前
ば
ら
ず
し　
　
　
　
　
　
　

窪
田
清
一

161 

良
寛
さ
ん
と
玉
島
（
品
切
れ
）	

　
　
　

 

森
脇
正
之

162 

備
中
の
霊
場
め
ぐ
り
（
品
切
れ
）　　

  

川
端
定
三
郎

163 

岡
山
の
多
層
塔
（
品
切
れ
）　　
　
　
　

  

小
出
公
大

164 

六
高
も
の
が
た
り	

　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
宏
行

165 

下
電
バ
ス
沿
線
　
　
　
　
下
電
バ
ス
社
内
報
編
集
室

166 

岡
山
の
博
物
館
め
ぐ
り
（
品
切
れ
）　  

川
端
定
三
郎

167 

岡
山
の
民
間
療
法 

（上）　

   

鶴
藤
鹿
忠　

竹
内
平
吉
郎

168 

吉
備
高
原
都
市　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
出
公
大

169 

玉
島
風
土
記
（
品
切
れ
）　　
　
　
　
　

  

森
脇
政
之

170 

箕
作
阮
甫
と
そ
の
一
族　
　
　
　
　
　
　

木
村
岩
治

171 

夢
二
郷
土
美
術
館	

　
　
　
　
　
　
　
　

楢
原
雄
一

172 

岡
山
の
ダ
ム	

　
　
　
　
　
　
　

川
端
定
三
郎

173 

岡
山
の
森
林
公
園　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
原
馨

174 

宇
田
川
家
の
ひ
と
び
と
（
品
切
れ
）　　

 

水
田
楽
男

175 

岡
山
の
民
間
療
法 

（下） 　

  

鶴
藤
鹿
忠   

竹
内
平
吉
郎

176 

岡
山
の
温
泉
め
ぐ
り
（
品
切
れ
）　　

  

川
端
定
三
郎

177 

阪
谷
朗
廬
の
世
界　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下
五
樹

178 

目
玉
の
松
ち
ゃ
ん
（
品
切
れ
）
尾
上
松
之
助　

中
村
房
吉

179 

吉
備
も
の
が
た
り 

（上）　
　
　
　
　
　
　

   

市
川
俊
介

180 

中
鉄
バ
ス
沿
線　
　
　
　
　
　

中
鉄
バ
ス
㈱
企
画
部

181 

飛
翔
と
回
帰
・
国
吉
康
雄　
　
　
　
　
　

小
澤
善
雄

182 

岡
山
の
智
頭
線
（
品
切
れ
）　　
　
　
　
　

  

河
原
馨

183 

出
雲
街
道
（
品
切
れ
）　
　
　
　
　
　
　
　  

片
山
薫

184 

備
中
高
松
城
の
水
攻
め　
　
　
　
　
　
　

市
川
俊
介

185 

美
作
の
霊
場
め
ぐ
り　
　
　
　
　
　
　

川
端
定
三
郎

186 

吉
備
も
の
が
た
り 

（下）　
　
　
　
　
　
　

   

市
川
俊
介

187 

津
山
の
散
策
　
　
　  

　
　
　   

竹
内
平
吉
郎   

黒
田
晋

188 

倉
敷
福
山
と
安
養
寺　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
川
満

189 

鷲
羽
山　
　
　
　
　
　
　
　

西
田
正
憲　

山
本
慶
一

190 

和
気
清
麻
呂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仙
田
実

191 

岡
山
た
べ
も
の
歳
時
記　
　
　
　
　
　
　

鶴
藤
鹿
忠

192 

岡
山
の
源
平
合
戦
談　
　
　
　
　
　
　
　

市
川
俊
介

193 

岡
山
の
氏
神
様
（
品
切
れ
）  　
　
　
　
　

二
宮
朔
山

194 

岡
山
の
乗
り
物　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蓬
郷
巌

195 

岡
山
・
備
前
地
域
の
寺　
　
　
　
　
　

川
端
定
三
郎

196 

岡
山
ハ
イ
カ
ラ
建
築
の
旅　
　
　
　
　
　
　

河
原
馨

197 

牛
窓
を
歩
く
（
品
切
れ
）　　
　
　
　
　
　

  

前
川
満

198 

岡
山
の
レ
ジ
ャ
ー
地　
　
　
　

倉
敷
ぶ
ん
か
倶
楽
部

199 

斎
藤
真
一
の
世
界　
　
　

斎
藤
裕
重　

イ
シ
イ
省
三

200 

巧
匠 

平
櫛
田
中
（
品
切
れ
） 　
　
　
　

   

原
田
純
彦  

に
　
し

ひ
が
し

に
　
し

ひ
が
し

佐
藤
米
司
　
竹
内
平
吉
郎                       

　
次
田
圭
介
　
福
尾
美
夜

武
泰
稔
　
中
山
和
　
池
田
喬

　
　
岡
田
泰
全
　
柴
口
成
浩



201 

総
社
の
散
策　
　

  

神
野
力   

葛
原
克
人  

加
藤
信
二

202 

岡
山
の
路
面
電
車
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楢
原
雄
一

203 

岡
山
ふ
だ
ん
の
食
事　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
藤
鹿
忠

204 

岡
山
の
ふ
る
さ
と
市　
　
　
　

倉
敷
ぶ
ん
か
倶
楽
部

205 

岡
山
の
流
れ
橋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
隆
男

206 

岡
山
の
河
川
拓
本
散
策　
　
　
　
　
　

坂
本
亜
紀
児

207 

備
前
を
歩
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
川
満

208 

岡
山
言
葉
の
地
図　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
石
元
久

209 
岡
山
の
和
菓
子　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
郎
良
裕
子

210 
吉
備
真
備
の
世
界　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
薫

211 

柵
原
散
策
（
品
切
れ
）　　
　
　
　
　
　
　　

片
山
薫

212 

岡
山
の
岩
石　
　
　
　
　
　

野
瀬
重
人　

沼
野
忠
之

213 

岡
山
の
能
・
狂
言　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
関
猛

214 

岡
山
の
鏝
絵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
松
壽
郎

215 

山
田
方
谷
の
世
界　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
森
要

216 

岡
山
お
も
し
ろ
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ   

お
か
や
ま
路
上
観
察
学
会

217 

岡
山
の
通
過
儀
礼　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
藤
鹿
忠

218 

日
生
を
歩
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
川
満

219 

備
北
・
美
作
地
域
の
寺　
　
　
　
　
　

川
端
定
三
郎

220 

岡
山
の
親
柱
と
高
欄　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
隆
男

221 

西
東
三
鬼
の
世
界
（
品
切
れ
）　　
　
　
　

小
見
山
輝

222 

岡
山
の
花
粉
症　

223 

操
山
を
歩
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
淵
陽
一

224 

お
か
や
ま 

山
陽
道
の
拓
本
散
策　
　

   

坂
本
亜
紀
児

225 

霊
山
熊
山　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仙
田
実

226 

岡
山
の
正
月
儀
礼　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
藤
鹿
忠

227 

原
子
物
理
学
の
父 

仁
科
芳
雄
　
井
上
泉  

イ
シ
イ
省
三

228 

赤
松
月
船
の
世
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
金
恒
次

229 

邑
久
を
歩
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
川
満

230 

岡
山
の
宝
箱 

博
物
館
美
術
館

298
館
総
覧  

臼
井
洋
輔 

臼
井
隆
子

231 

平
賀
元
義
を
歩
く　
　
　
　

渡
部
秀
人　

竹
内
佑
宜

232 

岡
山
の
中
学
校
運
動
場　
　
　
　
　
　
　

奥
田
澄
二

233 

お
か
や
ま
の
桃
太
郎
（
品
切
れ
）　
　
　  

市
川
俊
介

234 

岡
山
の
イ
コ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
田
心
壮

235 

神
島
八
十
八
ヶ
所
ー
拓
本
散
策
ー　
　
　

坂
本
亜
紀
児

236 

倉
敷
ぶ
ら
り
散
策
　
　
　
　
　
倉
敷
ぶ
ん
か
倶
楽
部

237 

作
州
津
山  

維
新
事
情　
　
　
　
　
　
　

  

竹
内
佑
宜

238 

抽
象
絵
画
の
先
駆
者 

坂
田
一
男
と
素
描    

妹
尾
克
己  

イ
シ
イ
省
三

239 

岡
山
の
作
物
文
化
誌　
　
　
　
　
　
　
　

臼
井
英
治

240 

児
島
八
十
八
ヶ
所
霊
場
巡
り　

倉
敷
ぶ
ん
か
倶
楽
部

241 

岡
山
の
花
ご
よ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
川
満

242 

英
語
の
達
人
・
本
田
増
次
郎
（
絶
版
）　
　
　
　  

小
原
孝

243 

城
下
町
勝
山
ぶ
ら
り
散
策　
　

橋
本
惣
司   

倉
敷
ぶ
ん
か
倶
楽
部

244 

高
梁
の
散
策
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
森
要

245 

薄
田
泣
菫
の
世
界　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
田
え
み

246 

岡
山
の
動
物
昔
話　
　
　
　

立
石
憲
利　

江
草
昭
治

247 

岡
山
の
木
造
校
舎　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
原
馨

248 

玉
島
界
隈
ぶ
ら
り
散
策（
品
切
れ
） 

小
野
敏
也  

倉
敷
ぶ
ん
か
倶
楽
部

249 

岡
山
の
石
橋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
脇
義
友

250 

哲
西
の
先
覚
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
章
三

251 

作
州
画
人
伝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
内
佑
宜

252 

笠
岡
諸
島
ぶ
ら
り
散
策
　
N
P
O
法
人
か
さ
お
か
島
づ
く
り
海
社

253 

磯
崎
眠
亀
と
錦
莞
莚　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
原
睦

254 

岡
山
の
考
現
学
　
　
　
　
　    

お
か
や
ま
路
上
観
察
学
会

255 「
備
中
吹
屋
」
を
歩
く　
　
　
　
　
　
　

  　

 

前
川
満

256 

上
道
郡
沖
新
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

安
倉
清
博

257 

続
・
岡
山
の
作
物
文
化
誌　
　
　
　
　
　

 

臼
井
英
治

258 

土
光
敏
夫
の
世
界 

ー
〝
メ
ザ
シ
の
土
光
さ
ん
〟
再
び
ー
　   

猪
木
正
実

259 

吉
備
の
た
た
ら　
　
　
　
　
　
　

岡
山
地
名
研
究
会

260 

ボ
ク
の
子
供
事
典    

　
　
　
　
　
　
　
　
赤
枝
郁
郎

261 

民
話
の
里 

鏡
野
町
伝
説
紀
行　

立
石
憲
利  

片
田
知
宏

262 

笠
岡
界
隈
ぶ
ら
り
散
策 （
品
切
れ
） 

ぶ
ら
り
笠
岡
友
の
会

263 

つ
や
ま
自
然
の
ふ
し
ぎ
館　
　
　
　
　
　

森
本
信
一

264 

岡
山
の
山
野
草
と
野
生
ラ
ン
　
　
　
　
　
小
林
克
己

265 

文
化
探
検  

岡
山
の
甲
冑  　
　
　
　
　
　

臼
井
洋
輔

266 

マ
マ
カ
リ  

ヒ
ラ
に  

ま
っ
た
り
サ
ー
ラ
　
窪
田
清
一

267 

―
カ
メ
ラ
紀
行
―  

岡
山
の
駅
舎　
　
　
　
　

   

河
原
馨

268 

中
国
銀
行
第
三
代
頭
取  

守
分  

十
の
世
界
　     

猪
木
正
実

269 

備
中
売
薬 

ー
岡
山
の
置
き
薬
ー　
　

土
岐
隆
信　

木
下
浩

270 

倉
敷
市
立
美
術
館 

〜
池
田
遙
邨
と
郷
土
作
家
〜    

倉
敷
市
立
美
術
館

271 

津
田
永
忠
の
新
田
開
発
の
心　
　
　
　
　
　

柴
田
一

272 

岡
山
ぶ
ら
り
ス
ケ
ッ
チ
紀
行
　 

南
一
平　

網
本
善
光

273 

倉
敷
美
観
地
区 

―
歴
史
と
民
俗
―　
　
　
　

    

吉
原
睦

274 

森
田
思
軒
の
世
界
　
　
　
　
　    

倉
敷
ぶ
ん
か
倶
楽
部

275 

三
木
行
治
の
世
界　
　
　
　
　
　
　
　
　

猪
木
正
実

276 
岡
山 

路
面
電
車
各
駅
街
歩
き  

　
倉
敷
ぶ
ん
か
倶
楽
部

277 
赤
磐
き
ら
り
散
策　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
畑
富
子

278 

岡
山
民
俗
館
　
　
　
　
　   

　
　
　
　   

岡
山
民
俗
学
会

279 

笠
岡
市
立
竹
喬
美
術
館　
　

笠
岡
市
立
竹
喬
美
術
館

280 

岡
山
の
夏
目
金
之
助（
漱
石
）
横
山
俊
之    

熊
代
正
英

281 

吉
備
の
中
山
を
歩
く　
　
　

熊
代
哲
士　

熊
代
建
治

282 

備
前
刀 

―
日
本
刀
の
王
者
―
　   

佐
藤
寛
介　

植
野
哲
也

283 

繊
維
王
国
お
か
や
ま
今
昔　
　
　
　
　
　

猪
木
正
実

284 

温
羅
伝
説 

―
史
料
を
読
み
解
く
―
　
　   

　
　
　    

中
山
薫

285 

現
代
の
歌
聖 

清
水
比
庵
　
　
笠
岡
市
立
竹
喬
美
術
館

286 

鴨
方
往
来
拓
本
散
策
　
　
　
　
　
　
　     
坂
本
亜
紀
児

287 

玉
島 

旧
柚
木
家
ゆ
か
り
の
人
々   

倉
敷
ぶ
ん
か
倶
楽
部

288 

カ
バ
ヤ
児
童
文
庫
の
世
界
　
　
　
　
　
　
　     
岡
長
平

289 

野
﨑
邸
と
野
﨑
武
左
衛
門　
　
　
　
　
　

猪
木
正
実

290 

岡
山
の
妖
怪 

―
妖
怪
編
―
（
絶
版
）　
　
　      

木
下
浩

291 

松
村
緑
の
世
界　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
田
え
み

292 

吉
備
線
各
駅
ぶ
ら
り
散
策
　
　   

倉
敷
ぶ
ん
か
倶
楽
部

293 「
郷
原
漆
器
」
復
興
の
歩
み　
　
　
　
　

 

高
山
雅
之

294 

作
家
た
ち
の
心
の
ふ
る
さ
と
　
　   

　
　
　  

加
藤
章
三

295 

河
原
修
平
の
世
界　
　
　
　
　

 

倉
敷
ぶ
ん
か
倶
楽
部

296 

岡
山
の
妖
怪 

―
鬼
・
天
狗
・
河
童
編
―
（
絶
版
）
木
下
浩

297 

岡
山
の
魅
力
再
発
見　
　
　
　
　
　
　

  

柳
生
尚
志

298 

井
原
石
造
物
歴
史
散
策
　
　   

　
　
　     

大
島
千
鶴

299 

岡
山
の
銀
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猪
木
正
実

300 

吹
屋
ベ
ン
ガ
ラ
　
　   

　
　
　  

　
　
　
　
臼
井
洋
輔

三
好
教
夫
　
難
波
弘
行
　
岡
鐵
雄

　
　
　
　
岡
野
光
博
　
山
本
剛
弘

301 

真
備
町
（
倉
敷
市
）
歩
け
ば 

小
野
克
正 

加
藤
満
宏 

中
山
薫

302 

「
備
中
漆
」
復
興
の
歩
み
　
　
　
　 

　  

高
山
雅
之

303 

写
真
家  

山
﨑
治
雄
の
仕
事  

304 

十
返
舎
一
九
が
記
し
た
岡
山
　
　              

吉
原
睦

305 

浅
口
市
の
名
所  

　
　
　
金
光
英
子  

小
椋
美
紀  

朝
森
要

306 

岡
山
の
近
代
化
遺
産
再
発
見　

倉
敷
ぶ
ん
か
倶
楽
部

307 

岡
山
県
郷
土
文
化
財
団
の
歩
み
　 

高
　
山
　
雅
　
之

 

岡
山
県
郷
土
文
化
財
団

308 

柴
田
錬
三
郎
の
世
界　
　
　

熊
代
正
英　

綾
目
広
治

309 

―
伝
説
の
人
― 

人
見
絹
枝
の
世
界   　
　
　

猪
木
正
実

310 

岡
山
路
上
博
物
館　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
原
馨

311 

志
茂
太
郎
と
蔵
書
票
の
世
界　

倉
敷
ぶ
ん
か
倶
楽
部

312 

続
々
・
岡
山
の
作
物
文
化
誌　
　
　
　
　

臼
井
英
治

313 

北
前
船
と
下
津
井
界
隈
散
策　

倉
敷
ぶ
ん
か
倶
楽
部

314 

目
で
見
る
岡
山
弁　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
則
夫

315 

児
島
虎
次
郎
と
高
梁
市
成
羽
美
術
館　

高
梁
市
成
羽
美
術
館

316 

阿
藤
伯
海
の
世
界　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
金
恒
次

317 

備
中
町
再
発
見　
　
　
　
　
　
　

           

高
見
寿

318 

戦
国
・
安
土
桃
山
時
代
の
池
田
氏　

倉
敷
ぶ
ん
か
倶
楽
部

319 

内
山
完
造
の
世
界　
　
　
　
　
　
　
　
　

猪
木
正
実

320 

笠
岡
シ
ネ
マ
風
土
記　
　
　
　
　
　
　
　

世
良
利
和

321 

寛
・
晶
子
の
岡
山
吟
行　
　
　
　
　
　
　

熊
代
正
英

322 

ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
ク
岡
山
散
走    　

 

松
岡
淳　

岡
田
宗
明

323 

佐
藤
清
明
の
世
界　
　
　
　

佐
藤
清
明
資
料
保
存
会

324 

江
川
三
郎
八
の
建
築　
　
　
　
　
　
　
　

上
田
恭
嗣

325 

詩
と
愛
の
記
録　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
富
紀
子

326 

恐
竜
学
博
物
館
図
鑑
　   

岡
山
理
科
大
学
恐
竜
学
博
物
館

327 

棟
田
博
の
作
品
世
界　
　
　
　
　
　
　
　

天
児
照
月

328 

岡
山
県
立
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

岡
山
県
立
美
術
館

329 

岡
山
エ
ン
タ
メ
文
学
　 　
　
　
　
　
　

   

綾
目
広
治

330 

岡
山
の
神
社
探
訪 

（上）　
　
　

   

野
崎
豊　

世
良
利
和

331 

岡
山
の
種
痘　
　
　
　
　
　
　

木
下
浩　

松
村
紀
明

332 

由
加
の
民
間
信
仰　
　
　
　
　
　

福
本
明　

吉
原
睦

333 

岡
山
の
絶
滅
危
惧
植
物　
　
　
　
　

       

日
原
誠
介

334 

岡
山
の
神
社
探
訪 

（中）　
　
　

   

野
崎
豊　

世
良
利
和

335 

新
見
美
術
館　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
見
美
術
館

336 

岡
山
空
襲
―
記
録
と
写
真
か
ら
ま
な
ぶ
―
　
　    

木
村
崇
史

337 

六
十
六
部
の
足
跡
―
岡
山
の
廻
国
供
養
塔
―   

小
嶋
博
巳

338 

イ
ギ
リ
ス
連
邦
占
領
軍
と
岡
山　
　
　
　

貴
志
俊
彦

339 

岡
山
の
衛
生
と
隔
離
病
舎　
　

松
村
紀
明　

木
下
浩

340 

ま
ち
、
川
、
里
の
自
然
物
語　

友
延
栄
一　

臼
井
幸

　
別
冊 

岡
山
文
庫  

岡
山
城
と
城
下
町　
　

  

巌
津
政
右
衛
門

山
﨑
治
雄
の
写
真
記
録

　
を
保
存
顕
彰
す
る
会

歴史と発展をもつ、古くして新しい岡山県のすべてを、写真
と文でとらえ、岡山県の百科事典として、〝これさえあれば〟
といわれる注目必備の文庫。　A6判／約 160 頁／写真多数

定価：No.1 〜 No.254 は 880 円（10% 税込），No.255 〜 No.288 は 946 円（10% 税込），No.289 以降 990 円（10% 税込） 

時
代
と
共
に
歴
史
は
変
わ
ろ
う
と
も

「
岡
山
を
知
る
百
科
事
典
」
と
し
て
、

文
字
に
よ
る
本
を
頑
な
に
守
り
た
い

★
岡
山
文
庫
会
員

         

　
募
集
中
！
★

●
会
員
特
典
●

○
岡
山
文
庫
を
税
抜
価
格
で
お
届

け
し
ま
す
。

○
既
刊
の
岡
山
文
庫
を
消
費
税
抜

き
で
ご
購
入
い
た
だ
け
ま
す
。

　

   　
１
〜
２
５
４
…
８
０
０
円

   

２
５
５
〜
２
８
８
…
８
６
０
円

   

２
８
９
〜　
…
…
…
９
０
０
円

○
小
社
出
版
物
の
割
引
セ
ー
ル
が

あ
る
時
は
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

○
職
場
ま
で
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

（
郵
送
の
場
合
は
送
料
当
社
負
担
）

○
何
巻
か
ら
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

分
割
払
い
に
も
応
じ
ま
す
。
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